　令和５年１月１日

令和５年度年頭所感

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　神戸東部青果卸売協同組合

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　理事長　　　後藤雅弘
新年明けましておめでとうございます。年頭にあたり謹んで新春のお慶びを申し上げますと共に、平素のご厚情に対し心から厚くお礼申し上げます。

昨年のわが国の経済は、新型コロナウイルス感染症拡大の防止と社会経済活動の正常化を図るなか、ウクライナ情勢の長期化とそれに伴う資源価格の高騰、中国の新型コロナウイルス感染症拡大防止対応による経済活動制限、急激な円安の進行等により、先行き不透明な状況が継続いたしました。
当事業領域である生鮮青果物流通事業領域におきましては、新型コロナウイルス感染症によってもたらされた内需需要は落ち着きを見せる一方、業種・業態の垣根を超えた競争の激化、光熱費をはじめとした各種コストの高騰等、企業運営を取り巻く環境は厳しさを増しております。
さて、中央卸売市場では働き方改革関連法により「2024年問題」が発生してまいります。農産物流通の一般的なルートは、全国の生産地から卸売市場を経由して、全国の消費地に供給されています。全国で生産される豊富な農産物を、年間を通して全国の消費者が安定的に入手できるのは、卸売市場流通が機能しているからです。国産青果物の卸売経由率は、減少傾向にはあるものの、依然として８割弱が卸売市場経由であります。しかしながら現在、卸売市場を支える物流が、ドライバー不足等により深刻な状況になっております。さらに2024年問題で労働時間の規制により農産物の長距離輸送に大きな影響を与えると考えられ、商物分離の推進・ネットワークの再構築・パレット標準化の推進など卸売市場物流が直面する課題となっております。
当組合と致しましては、今後も開設者、組合員、各団体等の皆様と連携・協力しながら機能と役割を果たして参ります。最後になりましたが、皆様方には新型コロナウイルス感染症予防対策にご注意いただきまして、益々のご活躍ご発展とご健勝をお祈りいたしまして、新年のごあいさつとさせて頂きます。
